
  

  

 

 

 

秋分も過ぎ秋を感じるころとなりましたが、皆様い

かがお過ごしでしょうか。 

9 月 17、18 日に行われました対慶應義塾大学戦で

は、1 回戦はノーヒットノーランに封じ込められての

敗戦、2 回戦は互いに譲らない点の取り合いになりま

したが、最後に相手に突き放されての敗戦となりまし

た。 

今週末の対早稲田大学戦では、神宮球場に足を運び

応援して下さる皆様のご期待にお応えし、今季初勝利

を掴みたいと思います。 

今後とも温かいご声援のほど、よろしくお願い致し

ます。 

 

 

 

 

〈平成 28 年度 秋季リーグ戦〉＠明治神宮野球場 

10 月 1 日 法大 11:00 明大 東大 13:30 早大 

2 日 早大 11:00 東大 明大 13:30 法大 

8 日 東大 11:00 立大 慶大 13:30 法大 

9 日 法大 11:00 慶大 立大 13:30 東大  

 

 

 

今回の特集では、秋季リーグ戦をもって卒部する 4

年生との思い出や印象に残っていることについて 

1、2 年生に聞きました。 

 

伊藤 一志（2年・投手・東海） 

4 年生の先輩方との思い出はいろいろありますが、

出田さん(投手・早大本庄)のエピソードをご紹介した 

 

いと思います。 

沖縄合宿のある日、練習を終え何名かは宿舎に車で帰

ることができたのですが、1 年生は走って帰ることに

なりました。しかし僕があまりにもフラフラだったの

を見かねた優しい出田さんが自分の代わりに走って

帰ると言ってくださいました。もちろん先輩の席を奪

うことなどあるまじきことなので何度も何度もお断

りしたのですが、結局最終的にご好意に甘えてしまい

ました。 

このように出田さんには自分は入部当初からいろ

いろお世話になりっぱなしでした。 

最後にもうひと活躍して引退していただけるよう

残りの期間もしっかりサポートしていきたいと思い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

川口 寛弥（2年・投手・県立長野） 

 4 年生の先輩との思い出で印象に残っているのは出

田興史さんとのことです。同じ投手として練習でお

世話になることはもちろんなのですが、怪我の相談

にも乗っていただきました。僕が肘を痛めて悩んで

ごあいさつ 

今後の日程 

今回の特集 
「4 年生との思い出 

パート 1」 

 東大野球部メールマガジン  Vol.152 

(左上) 伊藤投手、(右上) 川口投手、(右下) 出田投手 



いたときに、昔同じように肘を痛めた出田さんから

また投げられるようになるよ、とかけられた言葉と

その投げる姿にはとても勇気づけられたことを覚え

ています。 

 

田畑 亮（2年・内野手・戸山） 

 僕は吉川さん(投手・城北)と出田さんについて書き

たいと思います。東大球場にはトレーニングルームの

ようなものがあり、お二人は午後の自主練の時間よく

そこでトレーニングをしています。その付近には治療

台と呼ばれる 2年生のたまり場があり、夕方の自主練

を終えて帰る前には治療台でおしゃべりをしてから

帰ります。同期で騒いでいる時、ふとトレーニングル

ームを見ると黙々とトレーニングを続ける吉川さん

と出田さんが目に入ります。「いつも僕たちこんなに

騒いでいて良いのかな？」と思わされます。お二人は

当たり前のようにトレーニングをされているだけで

すが、その練習への姿勢は下級生に影響を与えている

と思います。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮本 直輝（1年・投手・土浦一） 

4 年生の先輩方はとても優しく、1 年生の僕たちに

も温かいアドバイスを下さいます。僕は、喜入さん(捕

手・修猷館)とお話をさせて頂く機会が多いです。喜入

さんと初めてお話をさせて頂いたのは、高校 3年生の

時に参加した高校生練習会で、喜入さんにブルペンで

ボールを受けて頂いた時でした。その時、「頑張れ」と

声をかけて頂き、それがモチベーションとなりその後

の受験を乗り切ることができました。入部してからも、

色々なことを教えて下さり、とてもお世話になってい

ます。4 年生と一緒に野球ができる時間も限られてき

ましたが、その 1日 1日を大切に過ごしたいです。 

 

 

大﨑 大輝（1年・捕手・白陵） 

僕は 4年生の中では、同じポジションの喜入さんと

過ごした時間がとても長かったです。印象に残ってい

る思い出は、オランダの国際大会に向けての練習から

帰ってきて球場にふらっと顔を出された喜入さんに

「今日調子悪かったです」と言うと「じゃあキャッチ

ボールしよう」と言って約 1時間細かく指導して頂い

たことです。喜入さん自身疲れているはずなのに 1年

生の自分に懇切丁寧に教えてくれて、本当に凄い人だ

と思いました。普段の練習でも自分のことを気にかけ

てくださって本当に感謝しています。喜入さんと過ご

せる時間もわずかとなり寂しいですが、最後まで必死

で吸収していこうと思います。 

(上) 田畑内野手、(下) 4 年投手陣 

(左) 喜入捕手、(右) 宮本投手 



 

 

 

今回の特集はいかがでしたでしょうか。 

次の試合は 10 月 1 日(土)の第 2 試合、対早稲田大

学戦です。ぜひ皆様お誘いあわせの上、神宮球場にお

越しください。 
また、次回は「4 年生との思い出 パート 2」とい

うテーマで、秋季リーグ戦をもって卒部する４年生

との思い出や印象に残っていることについて 3 年生

に語ってもらいます。どうぞお楽しみに！ 

今後とも東大野球部をよろしくお願い致します。 

 

 

 

編集後記 

(左) 喜入捕手、(右)大﨑捕手 


